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シオノギ癌 115 (SC115) は，男性ホルモンのみに依存性を示す未分化髄様癌で，その増殖に，他
のステロイドホルモンや下垂体ホルモンの影響を受けなし 1から，内分泌療法の研究を行なうために適し
たモデルである。一方，現在までに 性ホルモン依存性の実験腫場で肺に自然転移を生じるものは報告さ
れていない。この S C 1151[，自然に肺転移が起こることを発見したことが，乙の研究の出発点である。
(実験方法と成績)
1. 肺転移の発生
シオノギ癌 115(SCl15)を，正常雄DS マウスの背部皮下に移植すると， 40 日目までに，宿主の%

















マウスを腫虜移植後， 120 日目まで長期観察した。腫蕩摘出のみでは，ほとんどのマウスが， 120 日
目までに死亡する。補助的療法を行なった群の 120 日目生存数は，摘出と去勢群が13/20，摘出と cy­
clophosphamide投与群が14/18，摘出 lと去勢と cyclophosphamide 投与併用群が19/19であり，いずれ
も生存率は高く，肺転移もほとんど見られなかった。
5. 静注による強制的転移





く，定量的に取り扱うには，非常に多くのマウスを必要とする。そ乙で， S C 115 細胞を静脈内に注射
して，強制的に肺転移巣を作り，乙の強制転移巣の個数，組織像に対する，男性ホルモン除去の効果を
調べた。
S C 115 細胞浮遊液( 5 X 10 6個 / rn.t, Eagle's medium) を，去勢雄DS マウスの尾静脈より静脈内
注射し，肺に転移性結節を作成した。 testosterone propionate (TP , 100 ,ug /day/mouse) の投与に
よって， S C 115 細胞の増殖を促した。マウスは，移殖後60日目に殺し，肺結節数と組織型を調べた。
TP 投与を続ける限り，肺結節の組織型は，男性ホルモン依存性の髄様癌で，非依存性細胞への変化




1. 男性ホルモン依存性のシオノギ癌 115 1[，高率に肺転移が生じることが分った。
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2. シオノギ癌 115 の肺転移巣に対して，腫場摘出に，去勢，化学療法を併用すると，最も著しい予防
効果があった。
3. 5 C 115 細胞浮遊液を静注すると肺結節が形成されるが， 5 C 115 細胞の男性ホルモン除去の効果
を研究するのに便利な実験系である。





れらの結果は， ヒ卜のホルモン依存性腫虜の転移予防に対するモデルとしても 5 C 115 腫揚が有用であ
ることを示したもので，学位論文として価値あるものと認められる。
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